[image: image1.emf]（借方） 現  金　 100万円 （貸方） 借 入 金 　100万円

（借方） 現  金 　10万円 （貸方） 使 用 料　10万円

●100万円お金を借りました。

●10万円の使用料を受け取りました。
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マイナスの財産（後日他人に対して

支払うべき金銭債務等）

借入金、社債、引当金など

純資産

資産－負債（企業自身に帰属する出

資や利益の蓄積）

資本金、利益剰余金など

収　益

販売やサービスの提供で得られた稼ぎ

売上、使用料収入など

増加した場合、

借方（左側）に記録

増加した場合、

貸方（右側）に記録

資　産

プラスの財産（将来収益を得る見込

みのある財貨及び権利）

建物、土地、現金預金など

費　用

収益を得るための経費の支出等

人件費、消耗品費、減価償却費など
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借男　「複式簿記・発生主義会計」ってセットで使われているけど、その仕組みがよくわからないよ。

[image: image8.wmf]貸子　「複式簿記」と「発生主義会計」は、密接な関係があるから、セットで用いられているのよ。そのセットされている仕組みは、それぞれの言葉の意味を説明すれば分かるはずなので、説明を始めることにするね。

まず、複式簿記っていうのは、１つの取引について、それを

原因と結果の両方から捉え、２面的に記録するから複式。
それを帳簿に記録をするから簿記。あわせて複式簿記。
これに対して官庁会計ではそうした２面的に記録するという
仕組みではないから、単式簿記っていわれているの。

借男　その「２面的に記録する」ってどういうこと？

貸子　複式簿記では、何か物を買うとお金を支払う、何か物を売るとお金が入ってくる、それぞれ１つの取引の原因と結果を、借方（かりかた）と貸方（かしかた）に分けて記録するの。
借男　借方と貸方？なんか僕たちの名前に似ているね。

貸子　ほんとねぇ。偶然かしら？それでは借方と貸方を説明するね。借方というのは左側、貸方というのは右側。これはそういう決まりなので、質問されても分かりません。でも重要なことなので、複式簿記のルールとして覚えてね。
例えば、現金で100万円の土地を買いましたという場合、単式簿記だと単に現金100万円を支出しましたということで、支出欄に「土地購入費　100万円」と書いて終わりだけど、複式簿記では、現金100万円が減る代わりに100万円の土地が増えることになる訳だから、記録上も左側の借方に「土地　100万円」、貸方に「現金　100万円」と書くのよ。
図で示すとこんな感じになるよ。
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[image: image11.emf]（借方） 光熱費　 1万円 （貸方）　現 金 　1万円
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借男　ほんとだ。２面的になっている。
貸子　このように取引を借方と貸方に記録することを「仕訳」と言うのよ。
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借男　「仕訳」か。事業仕分けの「仕分け」と大違いだね。

貸子　そんな「仕分け」もあったわね。それで、借方に記録した「土地」とか、貸方に記録した「現金」を、複式簿記では「勘定科目」といって、仕訳の単位のことなの。その「勘定科目」は「資産」、「負債」、「純資産」、「収益」、「費用」の５つのグループに分かれていて、土地や現金は「資産」というグループに入るの。また、それぞれのグループにはルールがあって、「資産」のグループが増えたら借方、減ったら貸方に記録。今回の場合だと、土地という資産が増えているので、勘定科目の「土地」は借方に記録して、現金という資産が減っているのでこちらは貸方に記録するのよ。

借男　なるほど。じゃあ、資産以外の場合はどうなるの？

貸子　同じ支出でも光熱費のように資産が増えない場合は「費用」というグループになって、このグループのルールは、増えたら借方、減ったら貸方に記録するの。例えば、１万円の光熱費を現金で支払った場合はこうなるの。
[image: image16.wmf][image: image17.emf]（借方）　土 地　100万円 （貸方）　現　金　100万円

左は借方、右が貸方。

そういうルール

この「土地」とか「現金」

というのが、仕訳の単

位となる「勘定科目」

金額の100万円を記録。

借方と貸方の金額は一

致するよ。
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貸子　さっきの土地を買ったときと比べて、貸方で現金という資産が減るのは同じだけど、借方の方は資産ではなくて、費用が掛かったと考えるの。
借男　同じ借方の増加であっても、さっきのは資産の増加で、今度は費用の増加なんだ。
貸子　そのとおり。


借男　えっと、グループは５つだったよね。え～っと、資産、費用、負債、純資産、もうひとつは、しゅーえき。
貸子　正解。でもね、この５つのグループは重要なポイントで、今後この順番も重要になってくるから、資産、負債、純資産、収益、費用の順で覚えておいてほしいな。

借男　分かりました。覚えます。

貸子　よろしい。って、何か先生気分になってきちゃった。

それでは、今度は収入の例を２つ示すね。100万円の現金を借入れした場合と、10万円の使用料を現金で得た場合。まとめてドン！
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借男　貸方の勘定科目が違うだけで、見た感じ両方ほとんど同じだよね。
貸子　借入金も使用料も同じく貸方に記録されるのだけど、それぞれ入っているグループが違うの。借入金は「負債」というグループで、使用料は「収益」というグループに属しているの。また、借方については、さっきの支出の例とは逆に、現金を受け取ったということで、「資産」が増えているので、借方に記録するの。

借男　えっと、借入金は負債というグループで、使用料は収益というグループね。なんとなくだけど、勘定科目と各グループの言葉が、イメージどおりって感じがして、勘定科目がどのグループに入るのか分かるような気がする。
貸子　そうね。さっきの資産と費用が増えたときは借方に記録したけど、負債と収益はその逆で増えると貸方に記録するの。勿論、減ったときにも記録するけど、資産と費用の場合は貸方、負債と収益の場合は借方になるのよ。ややこしいけど、これもルール、決まりごとなので、覚えるしかないの。
そこで、これまで説明してきた勘定科目・グループ・借方と貸方のどちらに記録するかをまとめたのがこの表ってこと。

借男　ほんと、ややこし。でも、覚えないと複式簿記が始まらないんだろうな。それにしても、新しい言葉が多くて、頭に入りきりません。

貸子　とりあえず、資産と費用が増えたら借方とだけ覚えておけば何とかなるかも。資産と費用以外の増加は反対の貸方に記録して、資産と費用が減っても貸方という感じで・・・。
借男　資産と費用の増加は借方ね。頑張って覚えよっと。ところで貸子先生、普段の会計処理でもこんなこと、そうだ仕訳だったよね。この仕訳をやらないといけないのでしょうか？
貸子　貸子先生、悪くない響きね！実際の会計処理としては、収入や支出の処理を行う際に、財務会計システムなどのシステムを活用して、複式簿記の仕訳の作業を連動させて、なるべく手間のかからない仕組みにする予定よ。普段は借方・貸方を意識しないでもすむと思うよ。
借男　ほんとに。それを聞いて安心した。普段からこうした仕組みを全部理解して処理しないといけないと考えると頭が痛くなるよ。多分、資産が増えた、負債が減ったという話を前にしたら、右だったか左だったか悩みそうだし、借方と貸方は右左どっちだったかなんて、訳が分からなくなりそうだけど、そんなに大変でもなさそう。よかった。
貸子　でも、借男くんは総務の予算担当なんだから、各課からいろいろと問合せが来るわよ。だから全く知らないなんて訳にはいかないんじゃないの。

借男　そうだよね。何でここに異動してきたのかな？

貸子　これも、借男くんが期待されている証よ。頑張れ。では、次回は発生主義会計について説明することにするけど、何だか体調が悪そうね。そうだ、次回の説明のときは、念のため胃薬と頭痛薬も用意しておくから。
借男　・・・どうぞお手柔らかに。できれば、頭の良くなる薬もお願い・・・
　　　　　大阪府会計局新公会計制度グループ
電 話：06－6944－6460
F A X：06－6944－6733
　＊＊＊　次回は、平成２２年８月１３日（金）予定です　＊＊＊






前回に引き続き、複式簿記・発生主義会計がどういうものなのか、


複式簿記・発生主義会計を導入する意義や内容についての説明を、


借男（かりお）、貸子（かしこ）の２人の職員による対話形式でお伝えしていきます。








ここがポイント③


５つの要素のうち、資産、費用は増加すると借方に記録し、負債、純資産、


収益は増加すると貸方に記録します。減少の場合は反対になります。





ここがポイント②


仕訳を行う単位を勘定科目といい、この勘定科目は、資産、負債、純資産、


収益、費用の５つのグループのいずれかに属します。





ここがポイント①


「土地を購入する」といったような取引を、左の借方と右の貸方に分けて記録することを仕訳といいます。





複式！





腹式？





複式簿記講座


第２回　複式簿記とは





借男・貸子の





会計局新公会計制度Ｇ
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